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青
森
県
林
政
課

土
壌
の
調
査
に
つ
い
て

　
土
壌
調
査
は
、
物
理
性
と
化
学
性
の
両
面
か
ら
診
断
し
ま
す
。

　
物
理
性
と
は
、土
壌
の
組
成
や
組
織
な
ど
を
調
べ
る
も
の
で
土
層
、土
色
、

土
性
、
硬
度
、
土
壌
の
構
造
、
土
壌
の
水
分
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
化
学
性
と
は
、
土
壌
の
成
分
を
調
べ
る
も
の
で
、
土
壌
酸
度
（
P
H
）
や

土
壌
に
含
ま
れ
る
元
素
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
土
壌
を
調
査
す
る
際
は
、
次
の
項
目
に
気
を
つ
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

里
山
の
巨
樹
・
古
木

保
護
観
察
マ
ニ
ュ
ア
ル
Ⅱ

里
山
の
巨
樹
・
古
木

保
護
観
察
マ
ニ
ュ
ア
ル
Ⅱ

こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
使
い
方

　
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
巨
樹
・
古
木
の
生
育
に
大
切
な
土
壌
と

そ
の
改
良
方
法
、
こ
れ
ま
で
県
内
で
発
生
し
た
樹
木
の
主
な
病
虫

害
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
樹
木
が
衰
弱
す
る
原
因
は
、
複
合
的
な
原
因
に
よ
る
場

合
が
多
い
の
で
、
事
前
に
樹
木
医
な
ど
専
門
家
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

樹
木
に
と
っ
て
良
い
土
壌
と
は
？

　
　
　
自
由
に
移
動
で
き
な
い
植
物
に
と
っ
て
、
土
壌
は
生
育
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
土
壌
が
良
く
な
け
れ
ば
、
樹
勢
も
低
下
し
、
巨
樹
・

古
木
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
樹
木
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
樹
木
に
と
っ
て
良
い
土
壌
と
は
、
土
中
に
空
気
や
水
が
適
度
に
保
有

さ
れ
て
い
る
状
態
の
も
の
を
い
い
ま
す
。

　
　
　
土
壌
が
ど
ん
な
状
態
な
の
か
調
査
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
土
色
は
、
土
の
色
彩
の
こ
と
で
あ
り
、
色
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
土
の
状
態
を
推
測
で
き
ま
す
。

①
　
黒
色

　
　
暗
褐
色
は
腐
植
が
多
く
、
養
分
が
豊
富
で
、
土
壌
中
に
空
気
や
水
分
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

②
　
青
灰
色

　
　
青
灰
色
は
還
元
状
態
で
、
黒
色
と
反
対
に
土
壌
の
空
気
が
極
め
て
少
な
く
、
微
生
物
も
少
な
い
た
め
、
土
壌
の
分
解
が
さ

れ
に
く
い
状
態
で
す
。
こ
の
た
め
、
根
系
の
生
育
も
不
良
と
な
り
や
す
く
、
樹
木
の
生
育
に
は
不
適
な
土
壌
と
言
え
ま
す
。

調
査
項
目
１

土
色
（
物
理
性
）

　
土
を
掘
り
取
る
と
、
断
面
に
水
平
に
帯
状
の
層
が
あ
り
、
地
上
か
ら
地
下
に
向
か
っ
て
A
o
層
、
A
層
、
B
層
、
C
層
、
R

層
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

①
　
A
o
層
（
堆
積
腐
植
層
）

　
　
地
上
の
最
表
面
部
で
落
葉
や
枝
条
が
そ
の
ま
ま
堆
積
ま
た
は
少
し
分
解
さ
れ
て
堆
積
し
た
層
で
す
。

②
　
A
層
（
表
層
）

　
　
A
o
層
の
下
の
帯
状
部
分
で
、
落
葉
や
枝
条
が
完
全
に
分
解
し
て
土
壌
化
し
た
層
で
あ
り
、
暗
褐
色
を
し
て
お
り
、
最
も

多
く
の
養
分
を
蓄
え
て
い
ま
す
。

③
　
B
層
（
下
層
）

　
　
A
層
の
下
の
層
で
、
黄
褐
色
を
し
て
い
ま
す
。
風
化
が
進
み
、
A
層
か
ら
溶
け
出
し
た
成
分
は
こ
の
層
に
留
ま
り
ま
す
。

④
　
C
層
（
基
層
）

　
　
土
壌
の
母
材
の
層
で
、
風
化
が
進
ん
で
い
な
く
て
石
礫
が
多
い
層
で
す
。

⑤
　
R
層
（
岩
石
層
）

　
　
C
層
の
母
材
と
な
る
未
風
化
の
岩
石
層
で
す
。

◎
有
効
土
層

　
有
効
土
層
と
は
、
樹
木
が
生
育
す
る
た
め
根
系
が
健
全
に
伸
長
で
き
る
土
壌
の
厚
さ
、
深
さ
で

あ
り
、
土
層
で
は
A
層
か
ら
B
層
ま
で
の
土
層
の
厚
さ
の
こ
と
を
示
し
ま
す
。

　
樹
木
の
大
き
さ
別
に
理
想
と
さ
れ
る
有
効
土
層
の
目
安
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
①
中
・
高
木
類
は
90
cm
以
上
の
厚
さ

　
②
低
木
類
は
50
cm
以
上
の
厚
さ

　
③
地
被
類
は
30
cm
以
上
の
厚
さ

調
査
項
目
２

土
層
（
物
理
性
）

　
土
性
は
、
土
壌
中
の
粘
土
と
砂
の
割
合
を
示
し
ま
す
。

　
砂
の
割
合
が
多
い
順
か
ら

①
　
砂
土

　
　
砂
ば
か
り
の
さ
ら
さ
ら
と
し
た
感
じ
で
、
水
分
や
養
分
を
吸
収
、
保
持
す
る
力
が
弱
く
、
排
水
は
良
い
が
乾
燥
し
や
す
く

肥
料
分
が
少
な
い
土
壌
で
す
。

②
　
砂
壌
土

　
　
砂
土
と
壌
土
の
中
間
に
あ
た
り
、
排
水
が
良
い
が
や
や
乾
燥
気
味
に
な
り
や
す
い
土
壌
で
す
。

③
　
壌
土

　
　
砂
と
粘
土
の
割
合
が
１
：
１
で
粘
着
が
あ
る
感
じ
の
土
壌
で
す
。
樹
木
の
生
育
に
最
も
適
し
た
土
性
で
、
水
分
や
養
分
を

吸
収
す
る
力
が
強
く
、
通
気
性
も
良
い
た
め
、
根
の
伸
長
も
良
好
で
あ
り
、
土
壌
微
生
物
も
多
い
た
め
、
土
壌
の
分
解
ス
ピ
ー

ド
も
早
く
多
く
の
樹
木
が
健
全
に
生
育
し
ま
す
。

④
　
埴
壌
土

　
　
壌
土
と
埴
土
の
中
間
に
あ
た
り
、
水
分
や
養
分
を
吸
収
・
保
持
す
る
力
は
強
い
が
、
多
湿
時
に
は
重
粘
と
な
る
一
方
、
乾

燥
時
に
は
表
面
深
く
固
結
し
て
亀
裂
を
生
じ
る
な
ど
生
育
に
は
や
や
不
適
な
土
性
で
す
。

⑤
　
埴
土

　
　
粘
土
の
よ
う
な
感
じ
で
、
排
水
が
悪
く
、
根
腐
れ
病
を
引
き
起
こ
し
や
す
い
た
め
、
多
く
の
植
物
に
と
っ
て
不
適
な
土
性

で
す
。

調
査
項
目
３

土
性
（
物
理
性
）

　
硬
度
と
は
、
土
の
固
さ
を
示
し
ま
す
。
土
が
固
い
と
土
壌
中
に
空
隙
が
少
な
く
な
り
、
土
壌
微
生
物
は
少

な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
降
水
時
に
は
表
面
だ
け
雨
水
が
流
れ
て
土
壌
に
浸
透
し
な
い
ほ
か
、
乾
燥
時
に
は

表
面
が
固
結
し
て
排
水
が
悪
く
な
り
、
根
腐
れ
な
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
具
体
的
な
硬
度
の
目
安
と
し
て
、
山
中
式
土
壌
硬
度
計
（
写
真
）
で
測
定
し
た
場
合
次
の
と
お
り
で
す
。

硬
度
　
　
25
ｍ
ｍ
以
上
　
樹
木
が
枯
れ
て
き
ま
す
。

　
　
　
　
20
ｍ
ｍ
以
上
　
樹
木
の
衰
弱
が
著
し
く
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
18
ｍ
ｍ
以
上
　
樹
木
が
衰
弱
し
て
き
ま
す
。

　
　
　
　
15
ｍ
ｍ
以
下
　
正
常
に
生
育
で
き
る
状
態
で
す
。

調
査
項
目
４

硬
度
（
物
理
性
）

①
　
単
粒
構
造

　
　
砂
丘
や
川
原
の
砂
の
よ
う
に
土
の
粒
子
が
お
の
お
の
独
立
し
て
い
て
、
お
互
い
に
結
び
つ
か
な
い
状
態
で
す
。

②
　
塊
状
構
造

　
　
１
ｃ
ｍ
～
4.
5
ｃ
ｍ
の
大
き
さ
で
、
丸
み
の
あ
る
表
面
が
軟
ら
か
い
土
壌
で
、
土
層
の
下
層
よ
り
も
地
表
に
近
い
と
こ
ろ

に
で
き
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
乾
燥
し
た
土
に
で
き
や
す
く
、
ま
た
、
こ
の
塊
が
多
い
と
乾
燥
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

③
　
板
状
構
造

　
　
表
層
に
出
来
や
す
い
板
状
の
塊
で
す
。

　
　
本
県
で
は
、
屏
風
山
周
辺
な
ど
で
見
ら
れ
ま
す
。

④
　
カ
ベ
状
構
造

　
　
上
層
全
体
の
粒
子
が
大
き
く
く
っ
つ
き
、
均
質
で
大
き
な
塊
と
な
り
ま
す
。

　
　
断
面
は
壁
の
よ
う
に
な
り
、
深
い
層
か
基
層
に
見
ら
れ
ま
す
。

⑤
　
団
粒
構
造

　
　
丸
み
の
あ
る
や
わ
ら
か
な
粒
子
で
す
。

　
　
水
分
は
適
度
に
、
常
時
あ
り
、
有
機
質
の
分
解
も
良
く
、
A
層
（
表
層
）
に
発
達
し
ま
す
。
ま
た
、
土
壌
に
含
ま
れ
る
養

分
も
多
く
、
通
気
性
・
透
水
性
も
良
い
た
め
樹
木
の
生
育
に
は
最
適
な
土
壌
で
す
。

調
査
項
目
５

土
壌
の
構
造
（
物
理
性
）

　
土
壌
水
分
の
適
度
は
、
生
育
す
る
樹
種
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　
一
般
的
に
は
、
土
を
握
り
し
め
た
時
、
手
の
ひ
ら
に
湿
り
気
を
感
じ
て
僅
か
に
濡
れ
る
程
度
が
良
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

①
　
乾
　
手
の
ひ
ら
に
湿
気
を
感
じ
な
い
。

②
　
湿
　
手
の
ひ
ら
が
濡
れ
る
。

③
　
潤
　
握
り
し
め
た
土
塊
か
ら
水
が
滲
み
出
る
。

調
査
項
目
６

土
壌
の
水
分
（
物
理
性
）

　
日
本
の
土
壌
は
、
一
般
的
に
降
水
量
が
多
い
た
め
、
酸
性
土
壌
が
多
い
傾
向
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
P
H
値
が
５
以
下
の
酸
性
が
強
い
土
壌
で
は
、
カ
リ
ウ
ム
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
マ
ン
ガ
ン
が
溶
脱
し
、
リ
ン

酸
は
カ
ル
シ
ウ
ム
、
鉄
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
と
結
び
つ
い
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
樹
木
は
養
分
を
土
壌
か
ら
う
ま
く
吸
収
で
き
な

く
な
り
、
そ
の
結
果
衰
弱
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
　
P
H
値

　
　
8.
0
以
上
　
　
強
ア
ル
カ
リ
性
　
　
　
5.
5
～
5.
9　
弱
酸
性

　
　
7.
6
～
7.
9　
 弱
ア
ル
カ
リ
性
　
　
　
5.
0
～
5.
4　
明
酸
性

　
　
7.
3
～
7.
5　
 微
ア
ル
カ
リ
性
　
　
　
4.
5
～
4.
9　
強
酸
性

　
　
6.
6
～
7.
2　
 中
性
　
　
　
　
　
　
　
4.
4
以
下
　
  極
強
酸
性
 

　
　
6.
0
～
6.
5　
 微
酸
性

　
郷
土
種
は
、
や
や
酸
性
の
土
壌
に
生
育
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
P
H
値

約
5.
0
～
6.
5
の
範
囲
が
生
育
に
適
し
て
い
ま
す
。

　
耐
酸
性
の
樹
種
と
し
て
は
、
マ
ツ
類
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
類
、
ツ
ツ
ジ
類
、
サ

ツ
キ
類
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

調
査
項
目
７

土
壌
酸
度
（
P
H
）（
化
学
性
）

　
樹
木
が
生
育
し
て
い
く
た
め
に
は
、最
低
必
要
な
元
素
が
16
種
類
あ
り
、こ
れ
ら
を
必
須
元
素
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
中
で
も
、

炭
素
と
酸
素
は
空
気
中
か
ら
吸
収
し
ま
す
が
、
チ
ッ
素
、
リ
ン
酸
、
カ
リ
ウ
ム
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
よ
う
に
た

く
さ
ん
必
要
と
さ
れ
る
元
素
は
、
水
分
と
共
に
土
壌
か
ら
吸
収
し
ま
す
。
ま
た
、
マ
ン
ガ
ン
な
ど
微
量
元
素
も
土
壌
中
か
ら
吸

収
し
て
い
ま
す
。

　
土
壌
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
樹
木
が
こ
の
必
須
元
素
を
吸
収
し
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
上
十
三
地
域
に
広
が

る
火
山
灰
土
は
、
元
々
リ
ン
酸
が
乏
し
い
土
壌
で
あ
り
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
や
鉄
と
結
合
し
や
す
い
た
め
、
植
物
が
土
壌
か
ら
リ

ン
酸
を
速
や
か
に
吸
収
で
き
に
く
い
環
境
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

調
査
項
目
８

土
壌
内
の
元
素
（
化
学
性
）

土
壌
改
良
材
に
つ
い
て

　
土
壌
改
良
材
は
、
土
壌
の
排
水
性
や
保
水
性
の
改
善
、
団
粒
化
の
促
進
な
ど
土
壌
環
境
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
使
用
す
る
資

材
で
あ
り
、
次
の
と
お
り
様
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

（
土
壌
改
良
材
の
種
類
）

①
　
有
機
質
系
改
良
材

　
　
動
植
物
の
遺
体
が
主
成
分
の
改
良
材
で
あ
り
、
ピ
ー
ト
モ
ス
（
泥
炭
）
や
バ
ー
ク
堆
肥
な
ど
は
、
土
壌
を
軟
ら
か
し
て
保

水
性
や
土
壌
保
肥
力
の
改
善
な
ど
地
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
使
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
木
炭
や
粉
炭
な
ど
は
透
水
性
の
向

上
や
微
生
物
の
活
性
化
を
図
る
た
め
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
　
高
分
子
系
改
良
材

　
　
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
イ
ミ
ン
系
や
ポ
リ
ビ
ニ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
系
な
ど
分
子
数
の
多
い
化
学
物
質
が
主
成
分
の
改
良
材
で
あ
り
、

土
壌
水
分
や
通
気
性
を
補
正
し
て
土
壌
の
団
粒
形
成
を
促
進
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

③
　
無
機
質
系
改
良
材

　
　
鉱
物
を
粉
末
や
高
温
処
理
し
て
多
孔
質
に
し
た
改
良
材
で
あ
り
、
透
水
性
や
土
壌
保
肥
力
の
改
善
を
図
る
た
め
、
有
機
質

系
改
良
材
と
併
せ
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
珪
藻
土
焼
成
粒
、
ゼ
オ
ラ
イ
ト
、
バ
ー
ミ
キ
ュ
ラ
イ
ト
、
パ
ー
ラ
イ
ト
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　
劣
化
し
た
土
壌
環
境
を
効
果
的
に
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
土
壌
診
断
に
よ
る
土
壌
環
境
の
把
握
と
様
々
な
改

良
材
を
組
み
合
わ
せ
た
適
正
な
使
用
が
大
切
で
す
の
で
、
樹
木
医
な
ど
専
門
家
の
指
導
の
下
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

A
o
層
が
発
達
し
、
溶
脱
層
と
集
積
層
を
持
つ

酸
性
の
土
壌

A
o―
Ａ
―
Ｂ
―
Ｃ
層
を
持
ち
、
Ｂ
層
が
褐
色

の
弱
酸
性
の
土
壌

Ａ
層
が
薄
く
、
Ｂ
層
及
び
Ｃ
層
が
赤
褐
色
又
は

黄
褐
色
の
酸
性
土
壌

黒
褐
色
の
Ａ
層
が
厚
く
、
Ｂ
層
へ
の
推
移
が

は
っ
き
り
と
し
た
保
水
力
の
高
い
土
壌

泥
沢
地
な
ど
滞
水
し
て
植
物
が
十
分
に
分
解
さ

れ
ず
に
堆
積
し
た
有
機
質
の
土
壌

地
下
水
の
滞
水
に
よ
り
、
鉄
分
等
が
集
積
し
た

灰
白
色
の
層
を
有
す
る
土
壌

母
材
の
堆
積
が
新
し
い
も
の
や
浸
食
を
受
け
て

層
が
欠
如
し
、
Ａ
Ｂ
層
を
有
し
て
い
な
い
土
壌

（
簡
易
Ｐ
Ｈ
測
定
器
）

土
壌
改
良
に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト

　
　
○
　
青
灰
色
の
土
壌
の
場
合
、
主
に
排
水
を
重
点
と
し
た
改
良
作
業
、
赤
黄
褐
色
の

土
壌
の
場
合
、
有
機
質
系
改
良
材
を
混
合
す
る
と
効
果
が
高
く
な
り
ま
す
。

土
壌
改
良
に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト

　
　
○
　
有
機
質
の
土
壌
の
厚
さ
（
有
効
土
層
）
は
、
樹

木
の
大
き
さ
に
適
し
た
厚
さ
に
な
っ
て
い
る
か
ど

う
か
確
認
し
ま
す
。

　
　
○
　
石
れ
き
や
排
水
等
を
改
良
す
る
こ
と
に
よ
り
、

樹
木
が
生
育
で
き
る
土
壌
の
厚
さ
を
確
保
で
き
る

か
ど
う
か
確
認
し
ま
す
。

山
中
式
土
壌
硬
度
計

土
層
区
分
イ
ラ
ス
ト

ト
ピ
ッ
ク

決 め 手 は 、

健 康 な 土 づ く り

堆
積
腐
植
層

表
層

下
層

基
層

岩
石
層

有 効 土 層

Ao A B C R

土
壌
断
面
調
査
票

N
o

調
査
地

調
査
日

天
気

特
記
事
項

土
壌
群

土
壌
型

植
生
状
況

地
形

標
高
（
ｍ
）

傾
斜
方
向

傾
斜
角

林
床
植
生

位
置
（
平
面
）

　（
断
面
）

Ao
層

層
位
別

Ａ
Ｂ

10
cm

層
位
厚

0
0

推
移
状
況

10
色

20 30
腐
植

40
石
礫

50
50

60
土
性

70
構
造

80
堅
密
土

90
水
潤
状
態

10
0

10
0

根 系

草
本

11
0

木
本

12
0

　
そ
の
他

湿
性
ポ
ド
ゾ
ル

乾
性
ポ
ド
ゾ
ル

褐
色
森
林
土

乾
性
褐
色
森
林
土

赤
色
土

黄
色
土

黒
ボ
ク
土

粗
粒
黒
ボ
ク
土

淡
色
黒
ボ
ク
土

多
湿
黒
ボ
ク
土

泥
炭
土

グ
ラ
イ
土

粗
粒
グ
ラ
イ
土

褐
色
低
地
土

灰
色
低
地
土

粗
粒
灰
色
低
地
土

砂
丘
未
熟
土

岩
屑
土

水
面

そ
の
他

ポ
ド
ゾ
ル
群

褐
色
森
林
土
群

赤
・
黄
色
土
群

黒
色
土
群

泥
炭
土
群

グ
ラ
イ
土
壌
群

未
熟
土
群

◆
土
壌
断
面
調
査
票

　
こ
の
調
査
票
は
、
実
際
に
樹
木
医
が
土
壌
環
境
を
調
査
す
る
際
、
使
用
し
て
い
る
調
査
票
で
す
。

　
こ
の
調
査
票
を
利
用
し
て
、
樹
木
の
生
育
に
適
し
た
土
壌
か
ど
う
か
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

県
内
の
森
林
土
壌
図

亜
群

土
壌
群

森
林
土
壌
区
分

土
壌
改
良
に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト

　
　
○
　
砂
土
、
砂
質
土
、
埴
土
の
割
合
が
適
当
な
土
壌
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
○
　
砂
土
、
砂
質
土
が
多
い
土
壌
に
は
、
有
機
質
系
改
良
材
、
埴
土
が
多
い
土
壌
に
は
、

無
機
質
系
や
高
分
子
系
改
良
材
を
混
合
す
る
と
効
果
が
高
く
な
り
ま
す
。

土
壌
改
良
に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト

　
○
　
土
壌
の
特
性
に
よ
る
固
結
か
、
踏
圧
な
ど
に
よ
る
物
理
的
障
害
に
よ
る
固
結
か
判

別
し
、
立
ち
入
り
等
の
規
制
措
置
を
講
ず
る
ほ
か
、
無
機
質
系
改
良
材
、
高
分
子

系
改
良
材
、
有
機
質
系
改
良
材
を
使
用
す
る
と
効
果
が
高
く
な
り
ま
す
。

土
壌
改
良
に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト

　
　
○
　
表
層
土
を
で
き
る
だ
け
深
く
掘
り
、
有
機
質
系
改
良
材
や
高
分
子
系
改
良
材
で
、

土
壌
を
団
粒
化
構
造
に
改
良
す
る
と
効
果
が
高
く
な
り
ま
す
。

土
壌
改
良
に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト

　
　
○
　
乾
燥
土
壌
に
は
、
有
機
質
系
改
良
材
、
過
湿
土
壌
に
は
、
排
水
溝
の
設
置
や
パ
ー

ラ
イ
ト
な
ど
無
機
質
系
改
良
材
を
混
合
す
る
と
効
果
が
高
く
な
り
ま
す
。

土
壌
改
良
に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト

　
　
○
　
土
壌
の
化
学
性
を
改
良
す
る
に
は
、
詳
細
な
土
壌
調
査
と
肥
料
を
使
用
し
た
専

門
的
な
知
識
を
必
要
と
す
る
た
め
、
樹
木
医
な
ど
専
門
家
の
指
導
の
下
で
作
業
を

し
て
く
だ
さ
い
。

（
様
式
）



こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
は
…

木
の
病
気
や
病
害
虫
に
つ
い
て
は
…

木
の
診
断
や
治
療
に
つ
い
て
は
…

青
森
県
農
林
水
産
部
林
政
課

TE
L：
01
7－
73
4－
95
13
　
　
FA
X
：
01
7－
73
4－
81
45

連　 　 絡　 　 先

青
森
県
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
林
業
試
験
場

TE
L：
01
7－
75
5－
32
57
　
　
FA
X
：
01
7－
75
5－
44
94

特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
青
森
県
樹
木
医
会

TE
L：
01
7－
73
7－
58
60
　
　
FA
X
：
01
7－
73
7－
58
61

こ
の
保
護
観
察
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
特
定
非
営
利
活
動
法
人
青
森
県
樹
木
医
会
の
協
力
に
よ
り
青
森
県
林
政
課
が
作
製
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
印
刷
物
は
2
,0
0
0
部
作
成
し
、
印
刷
経
費
は
１
部
あ
た
り
1
2
1
円
で
す
。

マ
ツ
材
線
虫
病
（
松
く
い
虫
被
害
）

被
害
形
態
・
発
生
状
況

　
現
在
、
秋
田
県
及
び
岩
手
県
以
南
で
発
生
し
て
い
る
激
し
い
マ
ツ
枯
れ
は
、
マ

ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
が
運
ぶ
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
る
マ
ツ
材
線
虫
病
と
い
う
伝
染
病
で
す
。

　
被
害
に
感
染
す
る
と
針
葉
が
赤
褐
変
し
、
マ
ツ
の
樹
全
体
が
し
お
れ
た
よ
う
な

状
態
に
な
っ
て
枯
れ
ま
す
。
ま
た
、
被
害
が
発
生
し
場
合
、
そ
の
被
害
区
域
は
マ

ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
の
行
動
と
併
せ
て
広
範
囲
か
つ
急
激
に
拡
大
し
て
し
ま
う

特
徴
が
あ
り
ま
す
。

防
除
対
策

　
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
自
ら
移
動
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
マ
ツ
ノ
マ

ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
が
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
を
運
ん
で
被
害
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と

か
ら
、
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
を
駆
除
す
る
、
あ
る
い
は
繁
殖
源
に
な
る
マ
ツ

の
枯
木
を
除
去
す
る
な
ど
個
体
数
を
増
加
さ
せ
な
い
こ
と
が
、
被
害
防
止
の
た
め

に
最
も
有
効
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
県
内
で
は
、
被
害
は
ま
だ
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
平
成
18
年
に
県
境
か
ら

秋
田
側
25
0m
の
地
点
で
被
害
木
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
国
と
県
で
は
被

害
の
侵
入
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
深
浦
町
大
間
越
地
区
に
松
く
い
虫
の
被
害
防
御

帯
を
設
置
し
、
広
葉
樹
を
植
栽
し
て
樹
種
転
換
を
図
り
ま
し
た
。

て
ん
ぐ
巣
病

被
害
形
態
・
発
生
状
況

　
枝
の
一
部
が
膨
ら
ん
で
こ
ぶ
状
に
な
り
、
こ
こ
か
ら
多
数
の
不
定
枝
が
発
生
し
て
、
て
ん
ぐ
巣
状

に
な
り
ま
す
。
て
ん
ぐ
巣
化
し
た
枝
は
花
芽
を
形
成
せ
ず
に
や
が
て
枯
れ
、枯
れ
枝
か
ら
腐
朽
が
入
っ

て
、
樹
勢
は
衰
退
し
ま
す
。
こ
の
病
気
は
、
糸
状
菌
の
一
種
に
よ
っ
て
お
こ
る
伝
染
病
で
、
い
ろ
い

ろ
な
種
類
の
サ
ク
ラ
に
発
生
し
ま
す
が
、
特
に
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
に
著
し
い
被
害

を
与
え
ま
す
。

防
除
対
策

　
被
害
部
は
３
月
頃
に
切
断
し
て
焼
却
し
、
切
断
面
に
は
腐
朽
菌
が
侵
入
し
な

い
よ
う
に
、
ト
ッ
プ
ジ
ン
Ｍ
ペ
ー
ス
ト
や
ベ
フ
ラ
ン
な
ど
の
塗
布
剤
を
塗
り
ま

す
。

根
頭
が
ん
し
ゅ
病

被
害
形
態
・
発
生
状
況

　
根
頭
が
ん
し
ゅ
病
に
感
染
す
る
と
根
の
先
や
地
際
部
に
こ
ぶ
を
生
じ
、
こ
ぶ
は

木
の
生
長
と
共
に
肥
大
し
て
、
半
球
形
ま
た
は
球
形
の
が
ん
し
ゅ
に
発
達
し
て
、

木
の
生
育
を
阻
害
し
ま
す
。

　
病
原
菌
は
土
壌
中
に
生
息
す
る
細
菌
の
一
種
で
、
本
病
は
、
サ
ク
ラ
類
な
ど
の

バ
ラ
科
植
物
の
ほ
か
、
カ
エ
デ
、
ポ
プ
ラ
、
ヤ
ナ
ギ
、
ク
リ
な
ど
、
多
く
の
緑
化

樹
や
果
樹
に
発
生
し
ま
す
。

防
除
対
策

　
発
病
し
て
か
ら
の
有
効
な
治
療
方
法
が
な
い
の
で
、
植
え
付
け
前
の
土
壌
消
毒
や
健
全
な
苗
の
植

栽
な
ど
、
予
防
対
策
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
病
患
部
は
削
り
取
り
、
傷
口
を
消
毒
し
ま
す
。

葉
ふ
る
い
病

被
害
形
態
・
発
生
状
況

　
春
に
マ
ツ
類
の
針
葉
が
褐
変
し
、
初
夏
か
ら
夏
に
か
け
て
落
葉
す
る
病

気
で
、
街
路
樹
や
庭
木
、
低
地
林
に
発
生
し
ま
す
。
普
通
に
み
ら
れ
る
病

気
で
、
変
色
し
た
針
葉
に
は
６
月
頃
に
灰
黒
色
だ
円
形
の
菌
体
が
形
成
さ

れ
ま
す
。
マ
ツ
類
の
苗
木
か
ら
成
木
ま
で
発
生
し
、
苗
木
で
は
枯
死
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
成
木
で
は
本
病
が
原
因
で
枯
死
す
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

防
除
対
策

　
乾
燥
に
よ
り
松
の
樹
勢
が
衰
え
る
と
発
病
し
や
す
い
の
で
、
施
肥
や
根

元
周
り
の
耕
う
ん
な
ど
で
樹
勢
の
回
復
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
胞
子
か
ら
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
、
落
葉
を
集
め
て
焼
却
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

皮
目
枝
枯
病

被
害
形
態
・
発
生
状
況

　
ア
カ
マ
ツ
・
ク
ロ
マ
ツ
な
ど
マ
ツ
類
の
若
木
や
壮
齢
木
の
枝
に
発
生
し
、

患
部
が
枝
を
一
周
す
る
と
針
葉
が
赤
褐
色
に
な
り
枯
れ
ま
す
。
平
成
11

年
に
県
内
で
は
大
発
生
し
ま
し
た
。

　
こ
の
病
気
は
、
乾
燥
や
根
の
障
害
が
誘
因
と
な
っ
て
発
病
す
る
場
合
が

多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
11
年
は
、
前
年
秋
の
急
激
な
気
温
低

下
に
よ
り
マ
ツ
が
ス
ト
レ
ス
を
起
こ
し
、
そ
れ
が
誘
因
と
な
っ
て
発
病
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

防
除
対
策

　
適
正
な
保
育
を
行
っ
て
、
樹
体
の
衰
弱
を
防
ぐ
こ
と
、
ま
た
乾
燥
や
根

の
障
害
に
留
意
す
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

な
ら
た
け
病

被
害
形
態
・
発
生
状
況

　
な
ら
た
け
は
県
内
で
特
に
好
ま
れ
る
食
用
菌
で
す
が
、
マ
ツ
や
ス
ギ
、
広
葉

樹
な
ど
多
く
の
樹
木
の
根
株
に
寄
生
し
、
立
木
を
枯
死
さ
せ
ま
す
。

　
昭
和
60
年
に
東
北
町
や
六
ヶ
所
村
の
ア
カ
マ
ツ
・
ク
ロ
マ
ツ
造
林
地
で
本
病

に
よ
る
被
害
が
大
発
生
し
、
多
く
の
立
木
が
衰
弱
～
枯
死
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
、
県
内
各
地
で
小
規
模
な
被
害
発
生
が
み
ら
れ
、
特
に
マ
ツ
類
で

は
樹
体
の
大
き
な
壮
齢
木
に
も
被
害
が
み
ら
れ
ま
す
。

防
除
対
策

　
防
除
方
法
と
し
て
、
被
害
木
の
伐
根
除
去
、
土
壌
へ
の
殺
菌
剤
混
和
な
ど
の

方
法
が
取
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
方
法
を
林
地
に
適
用
す
る
こ

と
は
困
難
で
、
雑
木
林
か
ら
の
樹
種
転
換
地
や
凹
地
形
の
過
湿
地
な
ど
で
発
生

が
多
い
こ
と
か
ら
、
植
栽
地
を
吟
味
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ヒ
バ
の
漏
脂
病

被
害
形
態
・
発
生
状
況

　
ヒ
バ
の
若
齢
～
壮
齢
木
に
発
生
し
、
多
年
に
わ
た
っ
て
樹
幹

か
ら
多
量
の
樹
脂
が
流
出
し
ま
す
。
天
然
林
に
比
べ
て
、
造
林

地
で
多
く
見
受
け
ら
れ
、
樹
齢
20
年
程
度
か
ら
被
害
が
発
生

し
て
お
り
、
病
気
が
進
行
す
る
と
、
樹
脂
の
流
出
部
は
形
成
層

が
壊
死
し
て
肥
大
生
長
が
停
止
し
、
樹
幹
は
変
形
し
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
部
分
か
ら
材
の
変
色
や
腐
朽
を
ひ
き
起
こ
し
、

材
質
を
劣
化
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
林
業
で
は
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
発
病
に
は
あ
る
種
の
菌
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
、
最
近
解
明
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ

の
病
気
の
要
因
な
ど
詳
し
い
発
生
生
態
等
に
つ
い
て
は
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

防
除
対
策

　
立
木
密
度
の
高
い
林
分
で
被
害
が
多
い
こ
と
か
ら
、
当
面
の
防
除
方
法
と
し
て
、
適

正
な
枝
打
ち
や
除
・
間
伐
施
業
の
実
施
、
で
き
る
だ
け
幹
に
傷
を
付
け
な
い
こ
と
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ

被
害
形
態
・
発
生
状
況

　
北
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
侵
入
害
虫
で
、
幼
虫
は
プ
ラ
タ
ナ
ス
、
サ
ク
ラ
、
ク
ル
ミ
、
ヤ
チ
ダ
モ
、
ヤ
ナ
ギ
、

ク
リ
な
ど
、
多
く
の
街
路
樹
や
庭
園
樹
、
果
樹
の
葉
を
食
害
し
ま
す
。
本
県
で
は
昭
和
５
３
年
に
平
川
市
（
旧

平
賀
町
）
で
初
め
て
確
認
さ
れ
、
そ
の
後
、
津
軽
地
方
や
青
森
市
な
ど
に
被
害
区
域
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

防
除
対
策

　
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
若
齢
幼
虫
は
、
６
月
下
旬
～
７
月
上
旬
と
８
月
中
～
下
旬
の
年
２
回
に
分
か
れ

て
出
現
す
る
の
で
、
こ
の
時
期
に
巣
網
を
枝
ご
と
切
り
取
っ
て
、
焼
却
し
ま
す
。
ま
た
、
巣
網
の
除
去
が
困

難
な
場
合
に
は
、
ス
ミ
チ
オ
ン
乳
剤
等
の
薬
剤
を
散
布
し
ま
す
。

ブ
ナ
ア
オ
シ
ャ
チ
ホ
コ

被
害
形
態
・
発
生
状
況

　
ブ
ナ
ア
オ
シ
ャ
チ
ホ
コ
は
シ
ャ
チ
ホ
コ
ガ
科
の
ガ
で
、
幼
虫
が
ブ
ナ
の
葉
を
食
害
し
ま
す
。
本
種
は
北
海

道
南
部
や
東
北
地
方
の
ブ
ナ
林
で
８
～
10
年
お
き
に
大
発
生
し
、
ブ
ナ
の
葉
を
食
い
尽
く
し
ま
す
。

　
県
内
で
は
八
甲
田
山
や
岩
木
山
の
ブ
ナ
林
で
し
ば
し
ば
発
生
し
、
平
成
19
年
夏
に
は
田
代
平
か
ら
萱
野
高

原
に
か
け
て
の
ブ
ナ
林
が
葉
を
落
と
し
て
ほ
う
き
状
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
本
種
の
食
害
だ
け
で
ブ
ナ
が
枯
れ
る
こ
と
は
な
い
よ
う
で
す
。
大
発
生
は
、
通
常
２
～
３
年
で

終
息
し
ま
す
が
、
被
害
が
終
息
す
る
要
因
と
し
て
、
サ
ナ
ギ
タ
ケ
菌
の
寄
生
や
ク
ロ
カ
タ
ビ
ロ
オ
サ
ム
シ
に

よ
る
捕
食
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

カ
ラ
マ
ツ
ハ
ラ
ア
カ
ハ
バ
チ

被
害
形
態
・
発
生
状
況

　
カ
ラ
マ
ツ
ハ
ラ
ア
カ
ハ
バ
チ
の
幼
虫
は
、
群
棲
し
て
カ
ラ
マ
ツ
の
葉
を
食

害
し
ま
す
。
本
種
に
よ
る
カ
ラ
マ
ツ
の
被
害
は
、
30
年
以
上
前
か
ら
北
海
道
、

岩
手
県
、
長
野
県
な
ど
で
時
々
発
生
し
て
い
ま
し
た
が
、
青
森
県
で
は
平
成
７

年
頃
か
ら
被
害
が
出
始
め
、
平
成
８
年
に
八
甲
田
山
麓
で
大
発
生
し
ま
し
た
。

　
本
種
の
被
害
を
受
け
る
と
、
夏
の
盛
り
に
カ
ラ
マ
ツ
林
は
茶
褐
色
に
変
色
し

て
し
ま
い
、
林
内
に
入
る
と
、
針
葉
を
食
害
し
て
い
る
幼
虫
が
糞
を
落
と
す
音

が
聞
こ
え
ま
す
。

　
幼
虫
は
古
い
針
葉
か
ら
食
べ
、
先
端
の
新
し
い
針
葉
は
食
べ
残
す
の
で
、
通

常
、
木
が
枯
死
す
る
こ
と
は
な
く
、
ブ
ナ
ア
オ
シ
ャ
チ
ホ
コ
と
同
様
、
特
別
な

対
策
は
取
っ
て
い
ま
せ
ん
。
な
お
、
同
じ
林
分
で
長
期
間
発
生
す
る
と
い
う
わ

け
で
は
な
く
、
少
し
ず
つ
発
生
場
所
が
移
動
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

マ
ツ
カ
レ
ハ

被
害
形
態
・
発
生
状
況

　
マ
ツ
カ
レ
ハ
の
幼
虫
は
マ
ツ
ケ
ム
シ
と
呼
ば
れ
、
マ
ツ
類
の
針
葉
を
食
害
し

ま
す
が
、
激
害
を
受
け
て
も
立
木
が
枯
死
す
る
こ
と
は
稀
で
す
。

　
県
内
で
は
太
平
洋
側
の
六
ヶ
所
村
か
ら
お
い
ら
せ
町
に
か
け
て
の
海
岸
林
で

恒
常
的
に
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
日
本
海
側
で
は
平
成
７
年
に
五
所
川
原
市

十
三
の
海
岸
林
で
大
発
生
し
て
い
ま
す
。

防
除
対
策

　
若
齢
幼
虫
期
に
ス
ミ
チ
オ
ン
、
デ
イ
プ
テ
レ
ッ
ク
ス
等
の
乳
剤
（
1,
00
0
倍

液
）
を
樹
冠
に
散
布
し
ま
す
。

　
ま
た
、
街
路
樹
、
庭
園
樹
等
で
は
幼
虫
の
越
冬
習
性
を
利
用
し
、
10
月
頃

に
樹
幹
に
コ
モ
を
巻
い
て
そ
の
下
に
幼
虫
を
集
め
、
春
に
焼
却
す
る
方
法
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

ア
カ
ア
シ
ノ
ミ
ゾ
ウ
ム
シ

被
害
形
態
・
発
生
状
況

　
ア
カ
ア
シ
ノ
ミ
ゾ
ウ
ム
シ
は
、
体
長
３
m
m
ほ
ど
の
小
型
の
甲
虫
で
、
成

虫
や
幼
虫
は
ケ
ヤ
キ
の
葉
裏
か
ら
葉
脈
を
残
し
網
目
状
に
食
い
荒
ら
し
、
被

害
を
受
け
た
葉
は
茶
褐
色
に
変
色
し
て
落
葉
し
ま
す
。

　
本
種
に
よ
る
被
害
が
三
戸
町
城
山
公
園
周
辺
の
ケ
ヤ
キ
林
で
20
年
ほ
ど

前
に
大
発
生
し
、
そ
の
後
も
、
小
規
模
な
発
生
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
県
内
で

は
現
在
も
、
山
林
や
屋
敷
林
、
街
路
樹
の
ケ
ヤ
キ
に
時
々
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

防
除
対
策

　
６
月
頃
に
樹
冠
に
ス
ミ
チ
オ
ン
乳
剤
を
散
布
す
る
と
効
果
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
被
害
に
よ
っ
て
、
樹
木
が
枯
死
す
る
こ
と
は
少
な
い
で
す
が
、
連
年
で

被
害
を
受
け
る
と
、
若
い
木
で
は
生
長
量
が
著
し
く
減
少
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ヤ
ノ
ナ
ミ
ガ
タ
チ
ビ
タ
マ
ム
シ
と
い
う
、
や
は
り
体
長
３
m
m
ほ

ど
の
平
べ
っ
た
い
甲
虫
も
、
同
じ
よ
う
に
ケ
ヤ
キ
の
葉
を
網
目
状
に
食
い
荒

ら
し
、こ
の
虫
の
被
害
も
、三
八
地
方
の
ケ
ヤ
キ
林
に
時
々
発
生
し
て
い
ま
す
。

ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ

被
害
形
態
・
発
生
状
況

　
成
虫
は
黒
色
地
に
白
紋
の
あ
る
中
型
の
カ
ミ
キ
リ
虫
で
、
県
内
で
は
７

～
８
月
に
低
地
で
普
通
に
み
ら
れ
ま
す
。
幼
虫
が
カ
ン
バ
類
、
ハ
ン
ノ
キ
、

ポ
プ
ラ
、
ヤ
ナ
ギ
類
な
ど
多
く
の
広
葉
樹
の
幹
に
穿
入
し
、
材
部
を
加
害

し
ま
す
。
被
害
を
受
け
た
立
木
は
枯
死
し
た
り
、
風
で
折
れ
や
す
く
な
り

ま
す
。

防
除
対
策

　
産
卵
防
止
の
た
め
幹
下
部
に
有
機
リ
ン
系
の
殺
虫
剤
を
散
布
し
ま
す
。

ま
た
、
幹
下
部
に
新
聞
紙
や
ビ
ニ
ー
ル
を
巻
き
つ
け
て
お
く
の
も
効
果
的

で
す
。

ス
ギ
カ
ミ
キ
リ

被
害
形
態
・
発
生
状
況

　
成
虫
は
体
長
２
ｃ
ｍ
程
の
ひ
ら
べ
っ
た
い
カ
ミ
キ
リ
虫
で
、
ス
ギ
立
木

の
樹
皮
の
割
れ
目
に
産
卵
し
ま
す
。
幼
虫
は
樹
皮
下
を
食
害
し
、
食
害
痕

か
ら
材
の
変
色
や
腐
朽
が
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
大
き
な
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
本
県
で
は
、
津
軽
地
方
や
青
森
市
の
ス
ギ
造
林
地
で
被
害
が
み
ら
れ
、

樹
齢
20
年
生
あ
た
り
か
ら
被
害
が
発
生
し
ま
す
。

防
除
対
策

　
被
害
木
の
除
去
や
粘
着
ト
ラ
ッ
プ
に
よ
る
成
虫
の
捕
殺
が
、
密
度
低
下

に
よ
る
被
害
軽
減
に
有
効
で
す
。
ま
た
、
急
激
な
疎
開
は
、
被
害
を
林
内

に
ま
ん
延
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
ス
ギ
造
林
地
で
は
、
う
っ
閉
を
崩

さ
な
い
よ
う
に
適
正
な
除
・
間
伐
を
行
っ
て
保
育
を
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

ス
ギ
ノ
ア
カ
ネ
ト
ラ
カ
ミ
キ
リ

被
害
形
態
・
発
生
状
況

　
ス
ギ
ノ
ア
カ
ネ
ト
ラ
カ
ミ
キ
リ
は
、
体
長
１
cm
程
度
の
筒
型
の
カ
ミ

キ
リ
虫
で
、
ス
ギ
や
ヒ
バ
の
枯
枝
に
産
卵
し
ま
す
。
ふ
化
し
た
幼
虫
は
、

枯
枝
か
ら
材
部
に
穿
入
し
て
節
の
周
囲
を
食
い
荒
ら
し
、
材
部
に
変
色
や

腐
朽
を
発
生
さ
せ
ま
す
。
こ
の
被
害
を
一
般
に
｢ト
ビ
グ
サ
レ
｣
と
呼
ん

で
お
り
、
材
質
を
劣
化
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
林
業
上
大
き
な
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
本
県
で
は
、
ほ
ぼ
全
県
的
に
ス
ギ
造
林
地
で
被
害
が
見
受
け
ら
れ
、
樹

齢
20
年
生
あ
た
り
か
ら
被
害
が
発
生
し
、
30
年
生
前
後
か
ら
被
害
が

急
増
し
ま
す
。

防
除
対
策

　
枯
枝
か
ら
幼
虫
を
穿
入
さ
せ
な
い
た
め
に
、
積
極
的
な
枝
打
ち
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
急
激
に
う
っ
閉
を
崩
さ
な
い
よ
う
に
、
適
正
な
除
・
間
伐

を
行
っ
て
保
育
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
さ
ら
に
、
ス
ギ
や
ヒ
バ
に
つ
い
て
は
被
害
の
ま
ん
延
を
防
ぐ
た
め
に
、

被
害
を
受
け
た
林
に
隣
接
し
て
林
分
を
連
続
さ
せ
な
い
な
ど
、
林
分
の
計

画
的
な
更
新
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

良
好
な
土
壌

根
が
元
気

巨
樹
・
古
木
の
健
康

度
も
向
上

で
あ
れ
ば

に
な
り

◎
　
土
壌
改
良
作
業
の
目
的
は
、
樹
木
の
根
茎
が
健
康
に
生
育
で
き
る
よ

う
な
土
壌
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
土
壌
診
断
を

行
い
、
不
良
と
な
っ
て
い
る
原
因
を
特
定
し
て
、
土
壌
の
物
理
性
と
化

学
性
の
両
面
か
ら
改
善
を
図
れ
る
よ
う
な
処
置
が
大
切
で
す
。

　
　
例
え
ば
、
強
酸
性
の
土
壌
を
改
良
す
る
場
合
、
石
灰
な
ど
化
学
性
の

処
置
だ
け
で
な
く
、
必
ず
有
機
質
系
の

改
良
材
も
併
用
す
る
な
ど
物
理
性
の
改

善
も
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
　
な
お
、
巨
樹
・
古
木
と
呼
ば
れ
る
樹

木
が
衰
弱
し
て
し
ま
う
の
は
、
一
つ
だ

け
で
は
な
く
複
合
的
な
原
因
に
よ
る
場

合
が
多
い
の
で
、
樹
木
の
治
療
の
際
に

は
事
前
に
樹
木
医
な
ど
専
門
家
に
相
談

し
た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

健
康
な
土
壌
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
。

　
巨
樹
・
古
木
と
呼
ば
れ
て
い
る
樹
木
が
衰
弱
す
る
多
く
は
、
土
壌
環
境
の
劣
悪
化

に
原
因
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
根
元
の
土
壌
の
固
結
、
排
水
不
良
、
透
水
性
・

通
気
性
に
よ
る
障
害
、
肥
料
分
の
不
足
、
建
設
工
事
等
に
よ
る
根
元
へ
の
過
剰
盛
土

や
根
系
の
損
傷
・
切
断
な
ど
が
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
土
壌
調
査
及
び
診
断
結
果
に
基
づ
い
て
、
土
壌
を
分
析
し
、
土
壌
改

良
計
画
を
立
て
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
簡
易
な
土
壌
改
良
作
業
の
流
れ
）

県
内
で
発
生
し
た
主
な
病
虫
害

　
衰
弱
し
た
樹
木
は
、
病
虫
害
に
対
す
る
抵
抗
性
が
低
く
な
る
た
め
、
様
々
な
被
害
を

受
け
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
過
去
に
県
内
で
発
生
し
た
主
な
樹
木
の
病
虫
害
に
つ
い
て
被
害
形
態
と

発
生
状
況
、
防
除
対
策
な
ど
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
防
除
対
策
と
し
て
薬
剤
を
使
用
す
る
記
述
が
あ
り
ま
す
が
、
薬
剤
の
使
用
及

び
管
理
に
当
た
っ
て
は
農
薬
取
締
法
な
ど
関
係
法
令
を
遵
守
し
、
必
ず
薬
剤
の
専
門
家

の
指
導
の
下
で
作
業
を
行
っ
て
下
さ
い
。

そ
の
１
　
根
の
張
り
具
合
か
ら
土
壌
を
改
良
す

る
範
囲
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

そ
の
５
　
掘
削
し
た
土
壌
と
改
良
材
を
混
合
し

ま
す
。

そ
の
２
　
根
を
傷
め
な
い
よ
う
人
力
で
掘
削
し

ま
し
ょ
う
。

そ
の
６
　
掘
削
土
壌
と
改
良
材
は
攪
拌
し
て
十

分
に
混
合
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
３
　
で
き
る
だ
け
深
く
丁
寧
に
掘
削
し
ま

す
。

そ
の
４
　
根
系
が
見
え
た
ら
掘
削
完
了
で
す
。

そ
の
７
　
混
合
し
た
土
壌
を
埋
戻
し
ま
す
。

そ
の
８
　
整
地
を
し
た
ら
、
土
壌
改
良
作
業
は

終
了
で
す
。

➡
➡

ト
ピ
ッ
ク

決 め 手 は 、

健 康 な 土 づ く り

無
機
質
系
改
良
材

（
粉
炭
）

有
機
質
系
改
良
材

（
リ
ン
ゴ
滓
を
使
用

し
た
改
良
材
）

て
ん
ぐ
巣
病
が
発
生
し
た
サ
ク
ラ

て
ん
ぐ
巣
病
が
発
生
し
た
サ
ク
ラ

根
頭
が
ん
し
ゅ
病
が
発
生
し
た
根
系
部

根
頭
が
ん
し
ゅ
病
が
発
生
し
た
根
系
部

灰
褐
色
に
変
色
し
た
病
葉

灰
褐
色
に
変
色
し
た
病
葉

針
葉
に
形
成
さ
れ
た
菌
体

針
葉
に
形
成
さ
れ
た
菌
体

発
病
し
た
マ
ツ

発
病
し
た
マ
ツ

枝
に
発
生
し
た
菌
体

枝
に
発
生
し
た
菌
体

な
ら
た
け
の
子
実
体

な
ら
た
け
の
子
実
体

樹
皮
下
で
ま
ん
延
し
た

樹
皮
下
で
ま
ん
延
し
た

菌
糸
膜
（
白
い
部
分
）

菌
糸
膜
（
白
い
部
分
）

被
害
を
受
け
た
ヒ
バ
林

被
害
を
受
け
た
ヒ
バ
林

幹
か
ら
の
樹
脂
の
流
出
状
況

幹
か
ら
の
樹
脂
の
流
出
状
況

被
害
部
の
成
長
萎
縮
と
変
色

被
害
部
の
成
長
萎
縮
と
変
色

若
齢
幼
虫

若
齢
幼
虫

成
虫
成
虫

被
害
を
受
け
た
ブ
ナ
林

被
害
を
受
け
た
ブ
ナ
林

サ
ナ
ギ
タ
ケ
菌

サ
ナ
ギ
タ
ケ
菌

幼
虫
幼
虫

ク
ロ
カ
タ
ビ
ロ
オ
サ
ム
シ
成
虫

ク
ロ
カ
タ
ビ
ロ
オ
サ
ム
シ
成
虫

被
害
を
受
け
た
カ
ラ
マ
ツ
林

被
害
を
受
け
た
カ
ラ
マ
ツ
林

幼
虫
幼
虫

成
虫
成
虫

幼
虫
幼
虫

被
害
を
受
け
た
ケ
ヤ
キ
林

被
害
を
受
け
た
ケ
ヤ
キ
林

成
虫
成
虫

（
原
色
日
本
昆
虫
図
鑑

（
原
色
日
本
昆
虫
図
鑑

よ
り
引
用
）

よ
り
引
用
）

幼
虫
に
よ
る
葉
の
食
害
被
害

幼
虫
に
よ
る
葉
の
食
害
被
害

成
虫
成
虫

地
際
の
成
虫
脱
出
孔

地
際
の
成
虫
脱
出
孔

成
虫
成
虫

材
内
の
幼
虫
孔
道
と
変
色

材
内
の
幼
虫
孔
道
と
変
色

成
虫
成
虫

枯
枝
基
部
の
蛹
室
と
脱
出
孔

枯
枝
基
部
の
蛹
室
と
脱
出
孔

被
害
を
受
け
た
木
口
面
（
変
色
部
）

被
害
を
受
け
た
木
口
面
（
変
色
部
）

被
害
を
受
け
た
マ
ツ
林

被
害
を
受
け
た
マ
ツ
林

（
秋
田
県
男
鹿
半
島
）

（
秋
田
県
男
鹿
半
島
）

マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン

マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン

チ
ュ
ウ

チ
ュ
ウ

媒
介
虫

媒
介
虫

（
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
♂
）

（
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
♂
）

被
害
枝

が
ん
し
ゅ
部
分

幼
虫
が
群
棲
し
て
い
る
巣
網


